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表紙スケッチについて 

法人会 

　画面奥が高架になった京急蒲田駅。 
　ここは、京急蒲田西口の「柳通り」界隈です。 
　駅西口のアーケードから呑川までの狭い路地に昔からの飲み屋さん、小料理屋、
ホテルが密集し、昭和のにおいが染み付いている、いかにも蒲田らしいエリア
です。 
　残念ながら、この建物の先の通りから駅までの地域が再開発で、シャッター
を下ろし、50数年間の感謝の言葉を書いた閉店の張り紙を出しているお店が目
立ちます。 
　すでに、再開発で大きなビルやマンションに建て替わった区域、建設中のエ
リアもあり、京急蒲田駅西口界隈は駅の高架、変貌と共に変わっていきます。 
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行
事
関
係
 

● 新年賀詞交歓会並びに新入会員歓迎会 
● 大田区長・松原 忠義 
● 税務ニュース 
● 法人会コーナー 
 ◆行動する法人会 
 ◆平成25年度税制改正提言事項 
 ◆新入会員紹介 
 ◆青年部会イブニングセミナー開催 

 ◆女性部会健康セミナー開催 
● 経営時評／疋田文明 
● Take Five／宮下裕行 
● 伸びる企業の条件 
● 私のすすめる店／読者のひろば 
● デスクサイド／ブロックバス研修会 
● 都税だより 

会
議
関
係
 

3月1日（金）～2日（土） 
● 青年部会視察研修会 
 
3月1日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
3月4日（月）14：00～ 
● 経営セミナー 大田区産業プラザ6F 
 
3月7日（木）13：30～ 
● 決算法人説明会 大田区消費者生活センター2F 
 
3月8日（金）18：15～ 
● 会員親睦ボウリング大会 品川プリンスホテルボウリングセンター 
 
3月18日（月）18：30～ 
● 青年部会第5回イブニングセミナー 法人会館4F 
 
3月25日（月）13：30～ 
● 消費税申告書の書き方講座 法人会館4F

行
事
関
係
 

3月28日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
3月29日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
 
 
 
3月13日（水）16：00～ 
■ 女性部会役員会 法人会館6F 
 
3月14日（木）16：30～ 
■ 正副会長会 まるい 
 
3月14日（木）18：00～ 
■ 正副会長・顧問・相談役・参与会 まるい 
 
3月18日（月）16：30～ 
■ 青年部会役員会 法人会館6F
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副 会 長  

〃 

〃 

〃 

〃 

蒲 田 3丁目  

西蒲田8丁目 

〃 

西口商店街  

南六郷2丁目 

西 糀 谷 3  

〃 

西六郷高畑  

羽 田 1  

石 油 商 業  

酒 匂 文 洋  

深尾マリ子 

伴 良二 

梶 　 初 男  

木 村 俊 雄  

川 越 志 直  

岩 崎 安 章  

原 田 　 仁  

望 月 清 志  

遠 藤 貢 市  

小 泉 　 正  

平 塚 隆 志  

櫻 井 裕 子  

大 塚 恭 弘  

藤 本 慎 誠  

管外 

管外（4） 

管外 

管外（2） 

管外 

管外 

管外 

管外 

御園7丁目 

管外 

税理士 

萩中3丁目、南六郷1丁目、管外 

管外 

本羽田2丁目 

東矢口 

平成24年度会員増強運動他支部紹介者 
（21社） 

高加入率を長期間維持している支部（3年間継続支部） 

支 部 名  紹介者名 紹 介 支 部  

中 央 1  

蒲 田 3 丁 目  

蒲 田 本 町  

東 蒲 2  

西 蒲 田 8 丁 目  

西 口 商 店 街  

東 六 郷 2 丁 目  

西 六 郷 高 畑  

西 糀 谷 1  

西 糀 谷 3  

西 糀 谷 4  

北 糀 谷  

本 羽 田 1 丁 目  

羽 田 1  

A I U 保険会社  

平成24年度会員増強運動達成支部 
（14支部・1社） 

達 成 支 部 名  

副 会 長  

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

中 央 1  

蒲 田 3 丁 目  

東 蒲 2  

西蒲田8丁目 

西 口 商 店 街  

〃 

東六郷2丁目 

西六郷2丁目 

西 六 郷 高 畑  

西 糀 谷 1  

西 糀 谷 3  

〃 

北 糀 谷  

本羽田1丁目 

羽 田 1

酒 匂 文 洋  

深尾マリ子  

伴 　 良 二  

佐 藤 　 仁  

梶 　 初 男  

木 村 俊 雄  

北 島 秀 明  

小 林 研 輔  

鈴 木 孝 雄  

関 　 重 徳  

望 月 清 志  

望 月 寿 昭  

伊佐治　剛  

小 林 基 志  

櫻 井 裕 子  

青 木 信 男  

米 山 康 弘  

平 塚 隆 志  

大 谷 文 雄  

鈴 木 泰 治  

黒 子 政 治  

平成24年度 
会員増強運動感謝状受彰者 

支部名 受彰者名 

● 東蒲2 ● 東六郷2丁目 

● 東糀谷1 

● 中央1　　　● 東六郷1丁目　　　● 東六郷3丁目 

加入率60％以上 

加入率55％以上 

加入率50％以上 

　
一
月
二
十
三
日
（
水
）
羽
田
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
新
年
賀

詞
交
歓
会
並
び
に
新
入
会
員
歓
迎
会

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
蒲
田
税
務

署
菊
池
署
長
は
じ
め
関
係
官
公
庁
、

諸
団
体
、
新
入
会
員
を
含
む
二
百
名

を
超
え
る
盛
況
な
会
と
な
っ
た
。
 

　
第
一
部
は
、
古
田
副
会
長
が
開
会

を
知
ら
せ
、
渡
　
会
長
が
登
壇
。
「
今

年
の
蒲
田
法
人
会
は
公
益
社
団
法
人

二
年
目
で
す
。
六
月
の
総
会
ま
で
に

は
、
皆
様
と
共
に
知
恵
を
結
集
し
て
、

新
し
く
編
成
さ
れ
る
十
九
の
支
部
が

一
層
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
事

業
計
画
を
見
直
し
、
確
実
で
適
正
な

今
後
の
方
向
性
を
築
き
、
社
会
に
役

立
つ
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
本

年
も
皆
様
方
に
は
、
従
来
に
増
し
て

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と

挨
拶
。
 

　
続
い
て
、
来
賓
の
菊
池
署
長
、
大

田
都
税
事
務
所
上
條
所
長
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
状
贈
呈
で

は
、
深
尾
組
織
委
員
長
か
ら
会
員
増

強
運
動
の
御
礼
と
結
果
報
告
、
渡
　

会
長
か
ら
会
員
増
強
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
並
び
に
目
標
達
成
支
部
に
、

感
謝
状
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
 

　
新
入
会
員
歓
迎
で
は
、
六
社
の
新

入
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
・
会
社
の
P
R

等
を
行
っ
た
。
 

　
第
二
部
の
賀
詞
交
歓

会
は
、
新
年
の
祝
い
と

景
気
回
復
、
会
の
発
展

を
願
い
つ
つ
和
や
か
に

懇
親
を
深
め
終
了
し
た
。
 

（敬称略） 

会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 
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公
益
社
団
法
人
蒲
田
法
人
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、

大
田
区
政
全
般
に
亘
り
、
特
段
の
ご
理

解
、
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
「
税
を
考
え
る
週
間
」
を
は
じ
め
、

税
務
知
識
の
普
及
な
ど
区
民
の
納
税
意

識
の
普
及
・
向
上
に
多
大
な
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
区
民
の
皆
様
と
共
に
手
を

携
え
な
が
ら
大
田
区
を
更
に
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

    　
大
田
区
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
防
災
対
策
の
抜
本
的
見
直
し

を
行
う
た
め
、
一
昨
年
七
月
に
「
大
田

区
総
合
防
災
力
強
化
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
昨
年
一
月
に
報
告
書
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
補
正

予
算
を
編
成
し
、
緊
急
か
つ
必
要
性
の

高
い
防
災
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
ま
ず
延
焼
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
他
区

に
先
駆
け
て
、
区
内
213
の
す
べ
て
の
防

災
市
民
組
織
に
、
初
期
消
火
用
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
を
配
備
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
91
の
学
校
避
難
所
を
「
学
校
防
災

活
動
拠
点
」
と
し
て
整
備
し
、
学
校
を

「
逃
げ
込
む
場
所
」
か
ら
「
災
害
に
立

ち
向
か
う
場
所
」
へ
と
機
能
拡
充
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
都
の
新
た
な
被
害
想
定
に

基
づ
き
「
大
田
区
地
域
防
災
計
画
」
の

見
直
し
作
業
を
行
い
、
本
年
二
月
に
新

た
な
地
域
防
災
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
自
治
会
・
町
会
の
防

災
マ
ッ
プ
を
組
み
込
み
、
区
民
の
皆
様

が
見
て
分
か
り
や
す
い
「
区
民
版
の
防

災
計
画
」
を
新
た
に
作
成
い
た
し
ま
す
。
 

　
都
市
基
盤
施
設
の
耐
震
補
強
等
に
つ

い
て
は
、
呑
川
に
架
か
る
65
の
橋
の
う

ち
、
60
橋
が
区
の
管
理
す
る
橋
と
な
っ

て
い
ま
す
。
防
災
上
重
要
な
優
先
対
策

橋
梁
を
選
定
し
、
順
次
、
架
け
替
え
又

は
耐
震
補
強
に
よ
る
耐
震
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
状
七
号

線
に
架
か
る
「
新
馬
込
橋
」
に
つ
い
て
、

昨
年
度
よ
り
架
け
替
え
工
事
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
J
R
各
線
を
跨
ぐ
橋
梁

に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
耐
震
補
強
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
等
の
公
共
施
設
を
結
ぶ
緊
急
輸
送

道
路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
蒲

田
管
内
の
道
路
障
害
物
除
去
路
線
を
対

象
と
し
て
「
路
面
下
空
洞
調
査
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
調

査
結
果
を
検
証
し
、
空
洞
箇
所
へ
の
対

処
方
法
の
検
討
と
合
わ
せ
、
計
画
的
に

調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
大
田
区
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
支
援
活
動
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

一
月
末
ま
で
に
延
べ
9
、
1
3
9
人
の

方
々
が
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

宮
城
県
東
松
島
市
の
支
援
活
動
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。
区
は
引
き
続
き
、
被
災

地
や
区
内
避
難
者
の
方
々
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
 

   　
国
際
化
か
ら
二
年
余
が
経
過
し
、
現

在
、
世
界
17
都
市
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
三
月
に
は
、
国
内
線
の
年
間
発
着

回
数
が
2
万
回
、
来
年
度
末
に
は
国
際

線
の
年
間
発
着
枠
も
3
万
回
増
枠
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
空
港
機
能

の
拡
充
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
活
発
に
な

る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
等
の
往
き
来
が
、

大
田
区
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

国
際
都
市
お
お
た
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
隣
接
す
る
羽
田
空
港
跡
地
は
、
大
田

区
の
産
業
振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

東
京
や
日
本
経
済
の
再
生
の
た
め
に
も

極
め
て
重
要
な
場
所
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
国
の
国
際
戦
略
総
合
特
区
制
度
を

活
用
し
、
都
の
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー

タ
ー
特
区
の
一
翼
と
し
て
、
産
業
や
経

済
再
生
の
た
め
に
世
界
に
開
か
れ
た
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
や
都
と
十
分
に
協
議
し
て
い
き

な
が
ら
、
都
内
に
誘
致
し
た
海
外
企
業

と
、
大
田
区
が
誇
る
高
い
技
術
力
を
有

す
る
中
小
企
業
が
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、

新
技
術
や
新
市
場
の
創
造
・
創
出
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

日本の再生を力強く 
けん引するまちおおた を目指して 
松原 忠義 大田区長 

 

防
災
対
策
と 

被
災
地
支
援
に
つ
い
て 

羽
田
空
港
と 

空
港
跡
地
に
つ
い
て 
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昨
年
六
月
、
区
内
初
と
な
る
民
間
整

備
型
工
場
ア
パ
ー
ト
「
O
T
A
テ
ク
ノ

C
O
R
E
」
が
東
糀
谷
六
丁
目
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
中
堅
規
模
の
工
場
を

誘
致
し
、
区
内
企
業
へ
の
発
注
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
十
一
月
に
は
、
「
医

工
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
テ
ク
ノ

F
R
O
N
T
森
ヶ
崎
」
内
に
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、
町
工
場
の
持

つ
高
い
加
工
技
術
を
活
か
し
て
、
医
療

分
野
で
の
新
市
場
の
開
拓
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
東
京
労
災
病
院
と
協
働
し
、

医
療
現
場
で
の
困
り
ご
と
の
解
決
や
医

療
機
器
の
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
氷
上
の
F
1
と
も
呼
ば
れ
る

ボ
ブ
ス
レ
ー
の
国
産
初
と
な
る
競
技
用

ソ
リ
の
開
発
が
、
大
田
の
も
の
づ
く
り

企
業
30
社
ほ
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
全

日
本
選
手
権
で
優
勝
す
る
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。

大
田
区
の
も
の
づ
く
り
技
術
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

来
年
の
ソ
チ
五
輪
に
向
け
て
日
本
代
表

チ
ー
ム
を
応
援
す
る
「
下
町
ボ
ブ
ス
レ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。
 

　
商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
店
街
を

活
性
化
し
、
新
た
な
顧
客
の
獲
得
に
つ

な
げ
る
た
め
、
昨
年
十
一
月
に
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
、
10
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
つ
い
て
区
が
補
助

を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
田
の
逸

品
や
い
ち
お
し
グ
ル
メ
の
店
舗
が
年
々

増
加
し
、
大
森
柳
本
通
り
商
店
街
が
第

八
回
東
京
都
の
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
で

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
ご

自
身
の
創
意
工
夫
と
区
の
支
援
に
よ
り
、

商
店
街
が
ま
す
ま
す
賑
わ
い
の
場
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
観
光
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち

ゃ
ん
先
生
」
が
放
映
さ
れ
、
関
連
し
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
舞
台
地

で
あ
る
大
田
区
・
蒲
田
を
全
国
的
に

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
梅

ち
ゃ
ん
先
生
推
進
委
員
会
」
の
皆
様
を

は
じ
め
、
地
域
の
方
々
自
ら
が
地
域
の

魅
力
を
掘
り
起
し
て
い
た
だ
い
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
 

　
観
光
庁
の
「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
受

入
環
境
整
備
」
の
戦
略
拠
点
に
、
蒲
田

が
二
年
連
続
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

空
港
に
近
く
、
銭
湯
や
飲
食
店
が
多
い

と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
海
外
に
向
け

て
の
情
報
提
供
、
環
境
の
整
備
を
こ
の

間
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

   　
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
京
急
連
続
立

体
交
差
事
業
が
、
平
成
十
二
年
の
事
業

着
手
か
ら
約
十
二
年
を
経
て
、
昨
年
の

十
月
二
十
一
日
に
全
線
高
架
化
が
実
現

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
道
15
号

線
や
環
状
8
号
線
を
含
む
28
箇
所
の
踏

切
が
な
く
な
り
、
踏
切
に
よ
る
事
故
や

交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

南
蒲
田
交
差
点
付
近
の
蒲
田
立
体
事
業

の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
分
が
供
用
開
始
と

な
り
、
一
月
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
様
変

わ
り
し
た
風
景
が
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
全

国
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
京
急
線
の
駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
京
急
蒲
田
駅
西
口

地
区
に
続
い
て
、
昨
年
七
月
に
糀
谷
駅

前
地
区
の
再
開
発
組
合
が
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
両
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業

の
進
展
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
や
住
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
新
空
港
線「
蒲
蒲
線
」に
つ
い
て
は
、昨

年
十
月
、
実
現
に
向
け
た
確
固
た
る
意

思
を
示
す
意
味
も
込
め
て
、
5
億
円
の

基
金
を
積
み
立
て
ま
し
た
。
よ
り
一
層

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

   　
学
校
教
育
で
は
、
学
力
の
向
上
定
着

に
向
け
、
学
習
指
導
講
師
を
活
用
す
る

な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
や
問
題
行

動
の
未
然
防
止
、
子
ど
も
の
体
力
の
向

上
な
ど
に
も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
大
田
区
の
特
色
で
あ
る

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
現
在
、
清
水
窪
小
学
校
を
「
お

お
た
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て

指
定
し
、
東
京
工
業
大
学
の
先
生
方
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
招
き

し
、
授
業
や
教
員
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
は
清
水
窪
小
学
校
を
希

望
す
る
一
年
生
は
、
区
域
外
か
ら
で
も

入
学
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
 

　
大
田
区
は
、
昨
年
六
月
、
大
田
区
総

合
体
育
館
の
開
館
と
と
も
に
、
「
ス
ポ

ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
三
月
に
策
定
し
た
大
田
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
「
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
プ

ラ
ン
お
お
た
」
を
着
実
に
実
施
し
、
区

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康

都
市
お
お
た
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
“す
る
ス
ポ
ー
ツ
”

“み
る
ス
ポ
ー
ツ
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
大
田
区
総
合
体
育
館
で
は
、
区
民

の
方
々
の
ご
利
用
と
と
も
に
、
本
年
も

引
き
続
き
、
各
種
競
技
の
全
国
大
会
や

国
際
試
合
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

　
本
年
は
、巳（
み
）年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
巳
と
は
「
草
木
の
成
長
が
極
限
に
達

し
て
、
次
の
生
命
が
作
ら
れ
始
め
る
時

期
」
と
の
意
味
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
大
田
区
は
、
羽
田
空
港
を
擁
し
、
産

業
技
術
を
は
じ
め
、
様
々
な
人
材
や
観

光
資
源
な
ど
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持

っ
た
自
治
体
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
こ
の
力
を
大
き
く
育
て
、
日
本
の
再

生
を
力
強
く
け
ん
引
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
の
気
概
を
持
っ
て
、
区
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
蒲
田
法
人

会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、

会
員
の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
 

区
の 

教
育
政
策
に
つ
い
て 

区
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

区
の
産
業
と 

観
光
施
策
に
つ
い
て 
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◆支部名 

中央１ 

蒲田３丁目 

東蒲２ 

東蒲２ 

御園７丁目 

御園７丁目 

西口商店街 

西糀谷１ 

西糀谷１ 

西糀谷３ 

西糀谷４ 

東矢口 

矢口５ 

本羽田２丁目 

税理士 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

◆法人名 

（医）社団星宏会菅井クリニック 

花秀 

㈱平林彩花 

㈲開地製作所 

㈱ＥＣＧ 

㈲かまげん 

㈱豊ねん 

㈱ＪＷｉｌｌＥｓｔａｔｅ 

㈱Ａｉｋ 

鈴木商事 

㈲タツミ商事 

㈲北嶋葬儀社 

㈲ケイ・コーポレーション 

九輪㈱ 

一岡恭史税理士事務所 

五興通信システム㈱ 

フローラルプランニング　ＨＲ２　ＭＩＫＯ 

トゥルーカラーズ 

（同）グッドフーズコンサルティング 

㈱オリエンタルバンケットサービス 

セントラルテレコム 

いすゞ 自動車首都圏㈱ 

◆住所 

蒲田5-9-10 

蒲田3-19-16 

東蒲田2-10-8 

東蒲田2-17-5 

西蒲田7-51-3-1001 

西蒲田7-25-3 

西蒲田7-29-8 

西糀谷1-27-2 

西糀谷1-23-20 

西糀谷3-16-5 

西糀谷3-44-5-101 

東矢口3-5-4 

多摩川2-7-20-408 

本羽田2-15-6 

西蒲田5-10-5 

千代田区神田岩本町3-9-17 

世田谷区東玉川1-16-14-401 

墨田区吾妻橋1-6-5 

大田区東海3-9-15 

目黒区原町1-4-5-301 

練馬区南大泉2-22-5 

大田区池上3-37-19

◆業種 

歯科 

生花鉢物販売 

アパート経営 

電気機器製造業 

機械器具設置業 

不動産 

飲食業 

不動産・介護 

コンサルティング業務 

不動産 

飲食店 

葬祭業 

運送業 

プラスティック加工 

税理士 

情報ネットワーク設計施工 

フラワー＆バルーンデザイン制作 

バルーンショップ 

経営コンサルティング 

サービス業 

通信 

トラック・バス販売 

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
で
す
 
平
成
24
年
11
月
〜
12
月（
支
部
順
） 

　
大
田
区
三
法
人
会
（
蒲
田
・
大
森
・

雪
谷
）
で
は
、
昨
年
十
一
月
九
日

（
金
）
に
松
原
大
田
区
長
、
高
瀬
大

田
区
議
会
議
長
へ
平
成
二
十
五
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
（
提
言
内
容
の
詳
細

は
全
国
法
人
会
総
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

　
な
お
、
こ
れ
に
先
だ
ち
十
月
二
十

四
日
（
水
）
に
、
管
内
選
出
（
東
京

第
四
区
）
の
藤
田
衆
議
院
議
員
へ
醍

醐
税
制
委
員
長
よ
り
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
 

「
平
成
24
年
度
税
制
改
正
 

 
提
言
事
項
」
 

 
 
の
要
望
活
動
を
実
施
 

「
平
成
25
年
度
税
制
改
正
 

 
提
言
事
項
」
 

 
 
の
要
望
活
動
を
実
施
 

行動する法人会 行動する法人会 

経済産業省 
税制改正要望に関するヒアリング 
経済産業副大臣　牧野 聖修 氏 

経済産業大臣政務官　北神 圭朗 氏　　ほか 

民主党 
政策調査会財務金融部門会議 
座長 ：大久保 勉 参議院議員、 

蓮　舫 参議院議員、尾立 源幸 参議院議員　ほか 

8月22日（水） 8月2日（木） 

財務省 
税制改正要望に関する団体ヒアリング 
財務副大臣　藤田 幸久 氏　ほか 

会議は非公開のため、写真は平成23年度時のもの 

この他、参議院の比例代表選出議員に対し提言書を送付するなどの提言活動を実施しました。 

－平成25年度税制改正に関する提言－ 

全法連では、税制改正に向けて、 
毎年、提言活動を行っています。 

8月29日（水） 

会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 
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十
二
月
六
日
（
木
）
、
丸
の
内
国
際

ビ
ル
ヂ
ン
グ
地
下
一
階
に
あ
る
「
丸
の

内
タ
ニ
タ
食
堂
」
に
お
い
て
会
員
並
び

に
一
般
の
皆
様
も
含
め
た
四
十
名
が
参

加
し
て
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
 

　
タ
ニ
タ
食
堂
は
今
や
知
ら
ぬ
人
は
い

な
い
と
言
わ
れ
る
程
の
超
人
気
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
そ
の
場
所
で
の
セ
ミ
ナ
ー
と

試
食
会
と
言
う
こ
と
で
皆
様
ワ
ク
ワ
ク

感
一
杯
の
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
管
理
栄
養
士
の
堀
越
理
恵
子
先
生
か

ら
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
 

一
、
タ
ニ
タ
が
考
え
る
健
康
づ
く
り
と

は
…
 

◇
毎
日
、
体
組
成
計
付
き
の
体

重
計
で
、
は
か
る
、
わ
か
る
、

き
づ
く
、
か
わ
る
、
と
言
う

意
識
を
持
つ
。
 

目
標
は
グ
タ
イ
テ
キ
ニ
設
定
 

グ
…
具
体
的
な
内
容
 

タ
…
達
成
可
能
な
 

イ
…
意
欲
を
持
っ
て
 

テ
…
定
量
化
し
た
 

キ
…
期
日
を
決
め
て
 

ニ
…
日
課
に
出
来
る
 

◇
継
続
す
る
た
め
に
、
環
境
づ
く
り
（
買

い
物
は
満
腹
時
に
。
一
人
ず
つ
盛
り

分
け
る
。
残
り
物
は
食
べ
ず
に
残
す
。

す
ぐ
に
歯
を
磨
く
等
）
と
定
期
的
に

記
録
付
け
を
す
る
。
 

二
、
タ
ニ
タ
食
堂
5
0
0
kcal
の
ま
ん
ぷ

く
定
職
 

◇
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
の
コ
ツ
 

・
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
 

・
計
っ
て
作
る
。
計
っ
て
食
べ
る
。
 

・
満
腹
感
、
満
足
感
を
大
切
に
。
 

三
、
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
実
践
編
と
し
て
 

◇
外
食
メ
ニ
ュ
ー
で
は
定
食
を
選
ぶ
。
 

◇
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
具
沢
山
の
お
か
ず

と
タ
ン
パ
ク
質
、
野
菜
を
プ
ラ
ス
し

て
カ
ロ
リ
ー
表
示
も
確
認
す
る
。
 
 
 
 

◇
3
つ
の
「
あ
」
に
要
注
意
!
 

・
あ
ま
い
、
あ
ぶ
ら
、
あ
る
こ
ー
る
 

　
以
上
で
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
。
皆
様
も

ぜ
ひ
参
考
に
な
さ
っ
て
健
康
な
体
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
 

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
試
食
会
で
す
。
 

　
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
鶏
の
唐
揚
げ

オ
ニ
オ
ン
ソ
ー
ス
、
糸
こ
ん
に
ゃ
く
と

筍
の
中
華
煮
、
え
の
き
の
た
ら
こ
和
え
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
ス
ー
プ
（
全
部

で
4
8
9
kcal
）。
参
加
さ
れ

た
皆
様
の
感
想
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
 

　
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

皆
様
方
、
ぜ
ひ
一
度
お
出
か

け
に
な
り
ご
試
食
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

〈
幹
事
　
宮
森
峯
子
　
記
〉
 

行動する法人会 
　
青
年
部
会
の
第
四
回
イ
ブ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
を
一
月
二
十
八
日
に
チ
ェ

リ
ス
ト
の
渡
部
玄
一
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
講
演
の
題
名
を
「
音
楽
脳
を
読
み

解
く
」
と
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ

ェ
ロ
と
い
っ
た
楽
器
の
発
明
さ
れ
た

背
景
や
、
音
楽
家
の
歴
史
上
で
の
社

会
的
な
立
場
と
い
っ
た
音
楽
家
な
ら

で
は
の
視
点
で
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
私
が
興
味
を
引
か
れ

た
の
が
、
「A

nticipation

と
ソ
ニ
ー

の
天
外
伺
朗
（
土
井
利
忠
）
さ
ん
」

に
つ
い
て
で
あ
り
、
演
奏
家
は
曲
の

先
を
予
測
し
な
が
ら
弾
く
こ
と
が
大

切
で
、
開
発
も
ま
た
先
を
見
越
し
て

事
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
い
っ
た
内
容
の
講
話
で
し
た
。 

　
ま
た
講
義
の
途
中
に
チ
ェ
ロ
の
曲

を
三
曲
入
れ
て
い
た
だ
き
、
間
近
で

一
流
の
チ
ェ
リ
ス
ト
の
音
を
堪
能
さ

せ
て
い
た
だ
く
至
福
の
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
講
演
後
は
、
美
味
し
い
お
弁
当
を

い
た
だ
き
な
が
ら
の
懇
親
会
が
あ
り
、

楽
し
い
時
間
を
ご
参
加
の
皆
様
と
共

有
で
き
ま
し
た
。 

〈
幹
事
　
遠
藤
俊
一
　
記
〉 

今
回
は
チ
ェ
リ
ス
ト
の
渡
部
玄
一
さ
ん
で
す
。
 

心に響き渡る、荘厳なチェロの音色 

チェロの音色だけでなく、語り口も魅力的な渡部氏 

会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
企
業
が
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
利
益
を
出
す
（
富
の

創
造
）
こ
と
が
第
一
な
の
だ
が
、

い
ま
は
、
こ
の
考
え
が
希
薄
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
で
は
、
富
は
ど
う
定
義
づ
け
れ

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ

の
経
営
学
者
ミ
ュ
ラ
ー
タ
イ
ム
は
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
イ
ン
プ
ッ
ト
の

差
が
富
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
春
先

に
籾
を
播
き
秋
に
米
を
収
穫
す
る
と

す
る
。
こ
の
場
合
、
籾
の
代
金
と
収

穫
ま
で
に
費
や
し
た
労
力
や
肥
料
代

が
イ
ン
プ
ッ
ト
で
、
米
を
売
っ
て
得

た
収
入
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
な
る
。

単
純
に
は
、
企
業
が
生
み
出
す
利
益

イ
コ
ー
ル
富
と
考
え
れ
ば
い
い
。
富

の
創
造
が
企
業
の
役
割
と
す
る
な
ら

ば
、
よ
り
多
く
の
利
益
を
生
み
出
す

こ
と
が
よ
り
多
く
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
た
だ
し
、

富
を
創
造
す
る
に
際
し
て
は
、
企
業

人
が
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
 

   　
ひ
と
つ
は
、
法
令
を
遵
守
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
渋
沢
栄

一
の
、「
片
手
に
論
語
、
片
手
に
算
盤
」

は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
と
い
え
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、

手
に
し
た
富
の
配
分
に
つ
い
て
だ
。

い
く
ら
多
く
の
富
を
創
造
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
富
が
特
定
の
と
こ
ろ
に

集
中
し
て
い
た
の
で
は
、
社
会
に
貢

献
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。
 

　
ま
っ
た
く
同
様
の
こ
と
を
、
明
治

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
内
村
鑑
三
が
指
摘

し
て
い
る
。
内
村
は
、
そ
の
著
書
「
後

生
へ
の
最
大
遺
物
」
の
中
で
、
地
球

に
生
を
受
け
た
人
間
が
、
生
き
た
証

と
し
て
、
次
の
世
代
に
残
す
べ
き
最

大
の
も
の
は
、
「
勇
ま
し
い
高
尚
な

生
涯
だ
」
と
し
て
上
で
、
二
番
目
に

大
事
な
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の

が
、
「
お
金
」
な
の
で
あ
る
。
 

　
い
く
ら
格
好
い
い
こ
と
を
い
っ
て

も
、
無
い
袖
は
振
れ
な
い
。
教
会
を

建
て
る
に
も
、
孤
児
院
を
建
て
る
に

し
て
も
お
金
が
必
要
に
な
る
の
だ
か

ら
、
お
金
を
貯
め
る
こ
と
を
否
定
的

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
指

摘
だ
。
 

　
た
だ
、
内
村
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら

し
く
、
続
け
て
、
「
清
き
目
的
を
持

っ
て
お
金
を
貯
め
、
そ
れ
を
清
き
こ

と
の
た
め
に
用
い
る
べ
き
だ
」
と
書

い
て
い
る
。
内
村
は
、
「
高
尚
な
生

涯
」
は
、
特
別
な
立
場
、
能
力
が
な

く
て
も
送
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
お

金
」
を
貯
め
る
に
は
、
能
力
も
、
そ

れ
な
り
の
立
場
も
必
要
だ
と
も
い
う
。

今
の
時
代
に
生
き
る
企
業
人
の
皆
さ

ん
に
は
、
こ
の
内
村
の
指
摘
に
、
強

く
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。
 

　
こ
の
二
十
年
、
日
本
の
活
力
は
失

わ
れ
て
い
く
ば
か
り
だ
。
政
治
に
も

大
き
な
問
題
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
悲

観
す
る
ば
か
り
で
は
、
元
気
に
な
ら

な
い
。
日
本
が
復
興
す
る
た
め
に
は
、

政
治
家
は
政
治
家
の
、
企
業
家
は
企

業
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す

し
か
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
と
す

る
な
ら
ば
、
企
業
は
、
よ
り
多
く
の

富
を
創
造
す
る
た
め
に
、
全
力
投
球

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
、
企
業
家
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の

立
場
に
す
で
に
位
置
し
て
お
ら
れ
る

か
ら
だ
。
 

  　
で
は
、
「
富
を
創
造
」
す
る
た
め

に
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。
筆
者
は
、
悲
観
し
な
い
こ
と

だ
と
思
う
。
ま
ず
、
景
気
が
良
く
な

い
か
ら
駄
目
だ
と
は
考
え
な
い
で
ほ

し
い
。
 

景
気
、
経
営
と
も
に
数
値
指
標
で
表

現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

日
本
の
国
内
総
生
産
が
対
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
三
％
と
発
表
さ
れ
た
と
し
よ

う
。
こ
の
場
合
、
間
違
い
な
く
日
本

の
国
内
総
生
産
は
三
％
減
少
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
経
営
指

標
と
な
る
と
意
味
は
ま
っ
た
く
違
っ

て
く
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
中
小
企

業
の
売
り
上
げ
が
対
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
三
％
と
発
表
さ
れ
た
と
す
る
。
こ

れ
は
平
均
で
三
％
落
ち
た
に
す
ぎ
ず
、

伸
び
て
い
る
企
業
も
あ
る
の
だ
。
現

に
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
増
収
増

益
を
続
け
て
い
る
企
業
は
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
 

　
た
し
か
に
、
景
気
は
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
に
、
気
に
な

る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
、

景
気
と
経
営
は
似
て
非
な
る
も
の
で

も
あ
る
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。
 

　
松
下
幸
之
助
翁
は
、
「
景
気
は
自

分
の
手
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
が
、
自
社
の
経
営
は
自
分
の
手
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」
と
い
っ
て

お
ら
れ
た
が
、
ま
さ
に
同
感
だ
。
生

意
気
な
よ
う
だ
が
、
ど
ん
な
環
境
に

あ
っ
て
も
、
し
か
る
べ
き
成
果
を
あ

げ
る
の
が
、
企
業
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ

と
、
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か

が
な
も
の
か
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
清
き
目
的
で
お
金
を
貯
め
て
、清
き
心
で
お
金
を
使
う
 

景
気
と
経
営
は
似
て
非
な
る
も
の
 

明
治
の
偉
人
、 

渋
沢
栄
一
、内
村
鑑
三
の
教
え
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あ
れ
か
ら
二
年
に
な
る
で
し
ょ
う

か
…
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
。
当
時
、

こ
の
震
災
を
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ

た
言
葉
の
一
つ
に
「
想
定
外
」
の
こ

と
、
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。
 

  　
日
常
生
活
と
は
、
毎
日
繰
り
返
さ

れ
る
生
活
の
こ
と
、
と
答
え
る
の
に

さ
ほ
ど
の
時
を
要
し
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
そ
の
日
常
生
活
も
、
よ
く
見
ま

す
と
個
人
個
人
で
も
異
な
っ
て
い
ま

す
し
、
少
し
大
げ
さ
に
言
え
ば
歴
史

や
文
化
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
 

　
と
し
ま
す
と
、
日
頃
自
分
が
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
他
人
に
と
っ
て
は
特
別
な
こ
と

で
あ
っ
た
り
、
非
常
識
な
こ
と
で
あ

っ
た
り
す
る
、
と
い
う
こ
と
も
十
分

に
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
何
の
違
和
感
も
な
く
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
行
っ
て
い
る
自
分
の
日
常

生
活
も
、
他
の
人
か
ら
、
特
に
国
が

異
な
る
人
か
ら
す
れ
ば
、
思
い
も
し

な
い
「
想
定
外
」
の
行
動
、
と
映
る

こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
今
で
こ
そ
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
車
は
右
ハ
ン
ド
ル
で
道
路
の
左

車
線
を
走
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

車
は
、
左
ハ
ン
ド
ル
で
道
路
の
右
車

線
を
走
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
地
図
で
は
、
自
国
が
そ
の

地
図
の
中
央
部
を
占
め
ま
す
の
で
、

日
本
は
地
図
の
端
っ
こ
に
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
最
初
に
そ
の
事
実
を
知
ら
れ
た
方

は
、
何
と
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
さ
か
「
こ
れ
は
想
定
外
の
こ
と
」

と
で
も
…
？
 

  　
「
先
行
き
不
透
明
な
時
代
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め

か
様
々
な
専
門
分
野
の
方
が
現
状
を

分
析
し
、
来
る
べ
き
時
代
は
こ
う
な

り
、
そ
れ
に
は
こ
う
す
る
の
が
よ
い

と
ご
意
見
を
述
べ
て
み
え
ま
す
。
 

　
ご
意
見
は
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま

す
が
、
そ
の
ご
意
見
に
対
す
る
責
任

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ご
意
見
が
適
合
し

な
か
っ
た
場
合
に
「
想
定
外
」
の
事

実
が
発
生
し
た
の
が
そ
の
原
因
で
あ

る
、
と
い
っ
た
ご
発
言
が
あ
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
…
。
 

　
何
分
過
去
に
そ
う
し
た
意
見
を
聞

い
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
の
で
、
少

し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
先
日
、
あ
る
会
社
の

役
員
の
方
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
震
災
に
備
え
て
非

常
食
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。
一

セ
ッ
ト
は
乾
パ
ン
、
缶
詰
類
、
水
等

で
一
万
円
で
す
が
、
全
従
業
員
分
と

な
る
と
か
な
り
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
費
用
は
購
入
時
で
全
額
損
金
算

入
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
非
常
食
セ
ッ
ト
は
、

一
定
期
間
経
過
後
に
更
新
し
、
前
の

も
の
は
従
業
員
の
試
食
に
充
て
る
と

も
言
っ
て
み
え
ま
し
た
。
 

　
食
料
品
は
、
一
般
に
消
耗
品
と
し

て
の
性
格
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
質
問
の
非
常
食
は
、

震
災
等
の
非
常
時

に
備
え
、
通
常
使

用
す
る
場
所
に
備

蓄
す
る
こ
と
で
事

業
の
用
に
供
し
た

と
認
め
ら
れ
、
そ

の
時
点
で
一
時
の
損
金
と
し
て
経
理

し
た
と
き
に
は
、
そ
の
処
理
が
で
き

る
こ
と
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。
 

  　
そ
の
役
員
の
方
は
、
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
時
代
な
の
で
、
で
き

る
だ
け
の
準
備
は
し
て
お
く
つ
も
り

で
す
。
非
常
食
の
備
蓄
も
そ
の
た
め

の
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
本
当
に
備
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

心
の
準
備
だ
と
思
う
、
と
も
付
け
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
思
い
は
、
先
代
の
社
長
さ
ん

が
口
に
さ
れ
て
い
た
言
葉
に
「
い
つ

い
か
な
る
場
合
で
も
、
責
任
あ
る
立

場
の
者
は
逃
げ
て
は
な
ら
な
い
。
何

が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
の
が
あ

り
『
そ
の
言
葉
』
が
忘
れ
ら
れ
な
い

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
 

　
こ
の
言
葉
、
い
つ
の
時
代
で
も
当

て
は
ま
る
言
葉
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

　
私
の
こ
の
「
T
A
K
E
 

F
I
V
E
」
も
今
号
を
も
っ
て
一
つ

の
区
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
付
合

い
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
私
の
今
ま
で
の
つ
た
な
い
文
章
が
、

『
そ
の
言
葉
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

も
し
皆
様
方
の
心
の
片
隅
に
残
り
、

ど
こ
か
で
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ

ば
望
外
の
喜
び
で
す
。
 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

非
常
食
 

非
常
食
 

そ
の
言
葉
 

そ
の
言
葉
 

日
常
生
活
 

日
常
生
活
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株式会社大真食器 
■　場　　所：大田区蒲田5－8－11 
■　電　　話：03－3731－2002 
■　営業時間：10：00～19：00 
■　定 休 日：火曜日 

蒲
田
駅
 

上
野
の
絵
画
の
森
に
木
煉
瓦
を
見
つ
け
、
な
つ
か
し
い
大
正
ロ
マ

ン
に
引
き
戻
さ
れ
た
。
爽
や
か
な
若
葉
の
風
が
そ
っ
と
頬
を
撫
で

て
ゆ
く
。
 

巫
女
の
お
告
げ
も
津
軽
弁
な
ら
聞
く
人
も
ま
た
津
軽
の
ひ
と
か
、

浮
き
世
の
定
め
か
、
神
の
お
告
げ
か
、
巫
女
の
津
軽
弁
に
人
生
の

倖
せ
を
賭
け
る
。
 

午
後
の
ひ
と
と
き
、
横
丁
か
ら
の
っ
た
り
と
現
わ
れ
た
猫
一
匹
。

膨
ら
ん
だ
お
腹
に
青
春
の
証
し
を
感
じ
た
。
生
ま
れ
て
く
る
仔
に

倖
せ
を
と
祈
り
た
い
。
 

日
本
橋
の
欄
干
に
珍
し
い
動
物
が
い
た
。
翼
を
持
っ
た
麒
麟
が
今

飛
び
立
た
ん
と
し
て
い
る
。
空
想
の
動
物
が
空
想
の
世
界
へ
飛
び

立
つ
、
ロ
マ
ン
と
ミ
ス
テ
リ
ー
の
世
界
だ
。
 

　
蒲
田
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
に
は
、

蒲
田
駅
東
口
商
店

街
の
様
変
わ
り
に

は
隔
世
の
感
（
大

げ
さ
？
）
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
中
、

ず
っ
と
変
わ
ら
ず

に
あ
る
の
が
「
大

真
食
器
」
で
す
。
 

　
定
番
の
茶
碗
や

急
須
は
も
ち
ろ
ん
、

休
日
の
午
後
を
ほ
っ
こ
り
過
ご
せ
る
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
や
タ
ジ
ン
鍋
ま
で
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

　
デ
パ
ー
ト
の
食
器
売
場
と
は
ま
た
違
う
、
何
か

掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
な
、
そ
ん
な
雰

囲
気
の
お
店
で
す
。
 

〈
藤
田
知
孝
　
記
〉
 

ココ 

●
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
 

王
将
●
 

三
菱
東
京
 
 

U
F
J
●
 

東口 ●
み
ず
ほ
銀
行
 

●
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
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当
会
参
与
谷
田
部
和

雄
様
が
、一
月
十
二
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
79
歳
。
 

　
谷
田
部
参
与
は
平
成

三
年
五
月
よ
り
平
成
十
三
年
五
月
ま
で
西

糀
谷
4
支
部
長
と
し
て
大
変
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、支
部
長
退
任
後
は
参
与
と
し
て
当

会
発
展
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
当
会
相
談
役
醍
醐
幸
右
ヱ

門
様
が
、十
二
月
三
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
96
歳
。
 

　
醍
醐
相
談
役
は
、
昭
和
四

十
七
年
よ
り
昭
和
五
十
八
年

五
月
ま
で
西
蒲
田
2
支
部
長
、昭
和
五
十
八
年
五

月
よ
り
平
成
七
年
五
月
ま
で
副
会
長
と
し
て
会

活
動
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
、副
会
長
退
任
後

は
相
談
役
と
し
て
当
会
発
展
に
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

【日　時】12月1日（土） 
【行　程】西六郷→シャトー勝沼→武田神社→御殿場わさびの郷→西六郷 
【参加者】50名 

西六郷1丁目2丁目支部合同ブロックバス研修会 
ワイン工場見学とわさび沢散策 

　
久
し
ぶ
り
の
雪
で
あ
る
。
 

　
小
中
学
生
の
頃
、
雪
が
積
も
る
と

多
摩
川
の
土
手
で
滑
っ
て
み
よ
う
と

ス
キ
ー
の
板
を
取
り
出
し
た
も
の
だ

っ
た
。
 

　
高
校
大
学
の
時
は
、
新

聞
に
ス
キ
ー
場
の
積
雪
情

報
が
出
る
と
心
が
躍
り
高

鳴
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
夜
行
列
車
で
行
く
と
き

は
、
混
ん
で
い
る
と
座
席

の
下
に
新
聞
紙
を
敷
い
て

寝
て
行
っ
た
も
の
だ
。
十

六
歳
で
免
許
を
取
っ
て
車

（
小
型
四
輪
）
で
行
っ
た

時
は
、
ジ
ー
プ
の
四
輪
に

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

し
て
い
て
も
バ
ス
の
轍
に

乗
り
上
げ
、
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
た
ら
一
回
転
し
て
ビ

ッ
ク
リ
、
幸
い
前
後
に
車

が
い
な
く
事
故
に
は
な
ら

な
か
っ
た
が
冷
や
汗
も

の
の
経
験
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
軽
井
沢
に
シ
ボ
レ
ー
の
フ

ル
サ
イ
ズ
カ
ー
で
行
っ
た
時
、
ア
イ

ス
バ
ー
ン
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
ら

滑
り
出
し
て
し
ま
い
、
ハ
ン
ド
ル
を

回
し
て
も
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
ど

う
に
も
な
ら
ず
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

を
見
て
い
る
よ
う
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

に
ぶ
つ
か
り
事
故
に
な
っ
た
こ
と
や

苗
場
ス
キ
ー
場
に
泊
ま
っ
て
い
て
、

友
達
が
石
打
ス
キ
ー
場
に
い
る
と
い

う
の
で
車
で
行
っ
た
帰
り
に
峠
で
大

雪
に
な
り
車
が
動
け
な
く
な
り
、
半

日
閉
じ
込
め
ら
れ
酷
い
目
に
遭
っ
た

事
な
ど
も
あ
っ
た
。
 

　
東
京
に
大
雪
が
積
も
っ
た
こ
と
で

青
春
時
代
の
思
い
出
が
甦
が
え
り
ま

し
た
。
 

〈
Ｓ
・
Ｆ
〉
 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

 
法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

法人名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

　転居等により住所を変更した場合、車検証の変更登録手続きが必要です。 

　変更登録手続きが遅れますと、自動車税の納税通知書が届かない等のトラブルの原因となります。

やむを得ず手続きが遅れる場合は、電子申請や電話により、納税通知書の送付先住所を変更してくだ

さい。 
 
※ 東京都内ナンバーの自動車に限ります。 
※ 軽自動車・二輪車・原動機付自転車は、対象となりません。 
※ 電子申請をご利用いただくには、東京電子自治体共同運営サービスへの利用者登録が必要です。 

主税局　自動車税　住所変更 詳しくは、 検索 

電話による届出も受け付けています 
0570-064-171  

（PHS・IP電話をご利用の場合：03-5985-7811） 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
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て
い
ま
す
。
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